
ま
え
が
き

第

1
章
　

産
業

界
を
駆
け
抜
け

た
超
電
導
シ

ョ
ッ
ク
　
1

1
　

サ
ー

マ
ル
シ
ョ
ッ
ク
　
1

2
　
企
業
戦
士
　

4

3
　

フ
ィ
ー
バ
ー
の
火
付
け
　

5

4
　
最
初

の
発
見
　

6

5
　
超
電
導
の
マ
ド
ン
ナ
　

7

6
　
シ
ン
デ

レ
ラ
ボ
ー
イ
　

8

7
　
液
体

ヘ
リ
ウ
ム
か
ら
の
脱
却
　

11

8
　
高
温
超
電
導
を
世
に
出
し
た
日
本
の
研
究
　

15

9
　
液
体
窒
素
温
度
を
超
え
て
　

16

第

2
章
　

常
温

へ
の
夢
―
―

超
電
導
応

用
の
可
能
性
　

20

1
　
超
電
導
利
用
の

一
番
手
　

21

2
　
強
磁
場
応
用
は
先
端
技
術
の
芽
を
育
て
る
　

24



3
　

近
づ

く
加

速

器

の
産

業

利

用
　

27

4
　

夢

を
運

ぶ
新

し

い

エ
ン
ジ

ン
　

30

5
　

強

磁

場

の
化

学
―

未

知

の
化

学

の
世

界
　

32

6
　

大

型

・
高

性

能

単

結

晶

も
　

34

7
　

先

行

す

る

か
、

エ
レ
ク

ト

ロ

ニ
ク

ス
応

用
　

35

8
　

セ

ン
サ

へ
の
応

用
　

37

9
　

重

電

が

な

く

な

る

?
　

39

10
　

ム
ー

ン
ラ

イ

ト
計

画

と

超

電

導
　

40

11
　

何

が

生

ま

れ

る

か
　

42

第

3

章
　

超

電

導

フ

ィ

ー

バ

ー
　

44

1
　

感

じ

ら

れ

る

研

究

現

場

の
熱

い
雰

囲

気
　

45

2
　

新

聞

発

表

に
頼

る

研

究
者
　

48

3
　

微

妙

な

特

許

問

題
―

積

極

的

な
公

開

を

期

待
　

51



第

4
章
　

百
花
繚

乱
　

55

1
　
科
学
研
究
費
特
定
研
究

「新
超
電
導
物
質
」
の
ス
タ
ー
ト
　

55

2
　
実
用
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
　

59

3
　
燎

原
に
広
が
る
火
の
よ
う
に
　

61

第

5
章
　

研
究

過
密
都
市
“

筑
波
”
　

69

1
　
幻
の
世
界
記
録
　

71

2
　

フ
タ
を
あ
け
て
ビ
ッ
ク
リ
　

74

3
　
薄
膜

の
新
手
法
、
塗

っ
て
焼
く
だ
け
で
超
電
導
　

79

4
　
従
来

の
研
究
は

一
時
ス
ト
ッ
プ
　

82

5
　
構
造
を
め
ぐ
る
論
争
　

88

第
6
章
　

材
料

の
可
能
性
　

98

1
　
高
温
超
電
導
材
料
の
可
能
性
　

98

2
　
取
り
戻
し
た
落
ち
着
き
―
―

「
M
R
S
」
　

99



3
　
揺
れ
動
く
研
究
者
の
心
　
1
0
1

4
　
常
温
超
電
導
の
可
能
性
を
求
め
て
　
1
0
3

5
　
二
百
度
K
付
近
の
異
常
　
1
0
4

6
　
実
用
化
を
目
指
し
て
　
1
0
7

7
　
多
孔
質
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
　
1
0
9

8
　
難
航
す
る
薄
膜
化
　
1
1
1

9
　
印
刷
す
る
超
電
導
材
料
　
1
1
2

第

7
章
　

揺
れ

動
く
超
電
導
理
論
　
1
1
3

1
　
B
C
S
理
論
は
現
象
発
見
か
ら
五
十
年
後
　
1
1
3

2
　
臨
界
温
度

の
塗
り
替
え
ラ

ッ
シ
ュ
　
1
1
7

3
　
物
理
学
の
大
穴
　
1
1
9

4
　
衝
撃
的

デ
ビ

ュ
ー
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
　
1
2
0

5
　
夢
か
き

た
て
た
有
機
分
野
　
1
2
1

6
　
傑
作

T
T
F
の
誕
生
　
1
2
3

7
　
十
八
種
類
に
の
ぼ
る
有
機
物
　
1
2
5



8
　
B
C
S
理
論
を
超
え
ら
れ
る
か
　
1
2
8

9
　
提
起
さ
れ
る
様

々
な
理
論
　
1
3
0

10
　
気
に
な
る
酸
化
物
超
電
導
体
の
臨
界
温
度
　
1
3
2

11
　
人
工
的
に
新
機
構
を
作
り
出
す
?
　
1
3
3

12
　
期
待
さ
れ
る
多
方
面
の
機
構
解
明
　
1
3
6

第

8
章
　

産
業

界

の
対
応
　
1
3
9

1
　
線
材
化

へ
の
取
り
組
み
　
1
3
9

2
　
も
の
を
云

っ
た
金
材
技
研
の
ノ
ウ

ハ
ウ
　
1
4
2

3
　
一
番

乗
り
の
藤
倉
電
線
　
1
4
4

4
　
液
体
窒
素
温
度
を
超
え
た
東
芝
　
1
4
4

5
　
実
用
ま
で
の
距
離
　
1
4
6

6
　
臨
界
電
流
ア

ッ
プ

へ
　
1
4
7

7
　
課
題
解
決
に
産
官
学
の
協
力
が
　
1
5
1

8
　

セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
・
リ
ン
グ
　
1

52

9
　
産
業
界
の
様

々
な
反
応
　
1
5
6



10
　
拍
車
か
か
る
J
J
　
1
5
9

1
1
　ジ
ョ
セ
フ
ソ
ン
素
子
応
用

へ
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
　
1
6
1

12
　
薄
膜
化
技
術
の
課
題
　
1
6
3

第

9
章
　

問
わ

れ
る
研
究
体
制
―
―

行
政

の
課
題
　
1
6
6

1
　
素
早
か

っ
た
科
学
技
術
庁
　
1
6
7

2
　

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
化
目
論
む
通
産
省
　
1
6
9

3
　
大
学
も
意
欲
的
　
1
7
1

4
　
問
わ
れ
る
研
究
調
整
　
1
7
2

5
　
生
じ
る
き
し
み
を
乗
り
越
え
て
　
1
7
4

6
　
重
要
度
を
増
す
共
同
研
究
　
1
7
6


